
「模範を残されました」 

                           箇所：Ⅰペテロ 2章 17～25節 

Ⅰペテロ 3章 21節によると、十字架で苦しみをお受けになった時、キリストは信

者達の為に模範を残して下さいました。それで、信者達は不当な苦しみを受ける

場合に、キリストが示されたように、次のように対応すべきです。  

1. 反対者にそしる機会を与えない為に正しく振る舞うべきです。(22節) 

⚫ Ⅰペテロ 2 章 12節 

 

⚫ Ⅰペテロ 3 章 13～16節 

 

2. 悪を持って悪に報いず、かえって祝福を与えるべきです。(23節) 

⚫ ルカ 23章 20～24、33～37 節 

 

⚫ Ⅰペテロ 3 章 9 節 

 

⚫ ローマ 12 章 14、17節 

 

3. 自分で復讐することをせず、迫害する者を神様に任せるべきです。(23 節) 

⚫ ローマ 12 章 19節 

 

⚫ 箴言 20章 22 節 

 

 


